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農山村における食事の実態
Ⅰ　緒言
昭和37年7月に，長野県上水内郡鬼無里村において，
本学地域社会文化研究会の「農・山村の児童生徒をめぐ
る生活環境調査」の一部門として，食生活の実態調査を
実施した。当時の鬼無里村は人口総数5，573人　世帯数
1，056戸で，主な産業は農業であり，農業従事者が全就
業者の約7割に及んでいた。鬼無里村から一番近い都市
は約21．5km離れた長野市であるが，昭和37年当時は裾
花川渓谷に浴った道路を上下するパスは1時間30分（現
在は1時間）を要し，その交流は比校的緩懐であり，村
にはあまり都市化の候向は認められなかった。
昭和39年度には前記の調査結果を村内婦人会員に発表
1）
し，また地域社会文化研究会会誌に記載した。
その後，わが国の著しい経済成長時代を経た今臥村
全体の様相は他地区の山村と同様に激しく変化した。
表2　専兼業別農家数の推移
表1人口、世帯数の推移
（各年4月1日現在）
人　　　口（人）
男l　女l　計
100．01　　5．3
2，62司5，20693．41　　4．9
2，42車8068 ・214・6
80・8：4・4
76・814・3
72・8l　4・2
1，85串612日4・8t　3・8
1976年版鬼無里村村勢要覧匿よる　2）
表3　鬼無里村の主要穀炉収極量
97車9ト再　88・5
1976年鬼無里村村努要覧匿よる2）
村の人口は表1に示されているように昭和51年には総
人口3，6ユ2人となり，最近の15年間に約35％も減少し
た。また年齢別人口構成の而からは，15才から35才代の
苦い人々が激減している実態もあり，過疎村の特徴を現
している。農業戸数は表2に示すように漸次減少し，専
業農家は昭和50年には総農家中のわずか7．5％となり，
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長野県作物統計表匿よる　3）4）
兼業農家の急増が目立つ。昭和50年の農業就業者は昭和
35年当時の紗獅こ減少したが，建設業は約2倍，製造業
には6凰公務員としては約4倍の就業者があり，産業
別就業者の変化は顕著である。
農産物の生産状況もこの期間に急激に変化した。一例
として主要穀塀の生産状態を表3に示した。昭和52年の
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米の収畳は昭和37年に生産された米の約80％である。
昭和52年度の米以外に生産された穀煩，即ち大麦・小
麦・そば・大豆はすべて昭和37年度生産量の6～4％と
激減している。また昭和37年には少量ではあるが穀塀と
して生産されていた稗・粟も昭和52年には姿を消してい
る。過去の自給自足による山村農家の食生活にあって
は，米の収畳不足を補うための麦塀その他碓穀類は貴重
な食後であったに違いない。
以上近年における鬼無里村の変貌の一端を取り上げ
てみたが，さらに昭和37年以降，村の食生活に大きな影
響を与えたと考えられる事項を羅列してみると，昭和38
年夏季学生村開村・昭和40年以降村内に工場の誘致・乗
用自動串などによる長野市への通勤者増加（村内乗用自
動串保有数1．6世帯に1台）・観光事業の発展・痩協な
らびに商工会の振興・雑貨商形態から専門店へ・スーパ
ーマーケット開店・部落毎への串による振売りの発展等
多方面の事項が数えられる。これらの社会変化は，古く
からの村の食習慣に直接間接に影響を与える要因となる
であろう。ただそれが人々の食事の形態の上にどのよう
な形となって現れていくかは時代を追った実態調査によ
って把塩できるものと考える。
前回の食生活調査実施後16年目の昭和53年7月に，前
回とほぼ同様な調査を実施したのでその大要をここに報
告する。
Ⅰ　調査の方法
1）調査対象
上水内郡鬼無里村鬼無里中学校全生徒の家庭
2）調査期間および方法
昭和53年7月19日（水）20日（木）21日（金）の3日
間。
中学校の全生徒に調査用紙を配布し，生徒と食事担当
者によって用紙に記入する方法をとり中学校で回収し
た。
3）調査事項
〇三日間の食事内容について（但し計量は正確にする
ことの困難が予想され，また37年の調査も食事材料の使
用頻度でなされているので省略した。）
○嗜好および喚食経験について
○市販調理食品・イソスタソト食品・冷凍食品の使用
状況について
4）調査用紙の回収について
全生徒134名中，兄弟・姉妹の在学するものを除く
122戸についての調査用紙を回収した。
Ⅱ　結果および考察
1）食事の状況
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①　主食の摂り方
昭和37年7月と昭和53年7月の主食の状況について図
1にまとめた。
朝食は約100玖　昼食は91％が米飯（白米飯・麦飯を
さすこととする）である。米飯の内容は，37年には53％
を占めた麦飯が53年には5．5％となって大部分の家庭で
白米飯が食べられるようになった。これは兼業農家の急
増による米以外の穀類の減少と一致している（表3）。夕
食は54．4％が米飯で，13．4％が飯と粉物の組み合わせ，
24．6％がめん類，7．6％がおやき叛とパソ少々となって
いて，朝食・昼食と比投して粉食の利用の多いのが特色
である。しかし37年当時よりは粉食は少なくなり米飯が
増加している。／くソは昼食に利用され全体的には少ない
が，37年1％だったのが53年3．2％と増加が著しい。
④副食について
副食については衰4・5に示すとおりであった。
まず朝食は副食の品数が最も多い。約90％の家庭でみ
そ汁が作られ，82％の家庭でつけものが出されている。
みそ汁・つけものに次いで焼きものが48．8％も作られて
いる。内訳は卵焼き26玖焼き魚18．4％などで，37年に
魚9％とあるのに比べて大変よく利用されるようになっ
た調理である。油いためも13％から31．8％と増加した。
揚げものは37年には天ぷらが2％だったが，53年は天ぷ
ら4．4％，パソ粉揚げ13．7％等あわせて19．2％の家庭で
食べられるようになった。なお市販のパソ粉揚げが朝食
に10．7％，昼食に5．5％，夕食に3．6％利用されている。
朝食のパソ粉揚げ13．7％のうち10．7％が市販の揚げも
の，3％は冷凍の半加工晶ではないかと考えられる（表
12参照）。あえもの・サラダ16．4％（あえもの8．2％），サ
ラダ8．2％）は，37年の1％から大幅に利用されるよう
になった。生野菜は時節柄トマト・キュウリがそのまま
か塩もみ程度で出されているが，37年の倍になった。ま
た朝食においては佃煮・缶詰（主に魚）の利用が減少
し，時代を反映してハム・ソーセージが増加している。
しかし佃煮は昼・夕食では少しふえている。
昼食では朝食と同じという家庭が多くみられた。朝食
の残りに佃煮・機語・ふりかけなどを適宜加えるか，パ
ソやおやき煉・めん額などで昼食にしていると推察され
る。副食の品数も朝より少ない煉向にある。
夕食は主食に粉物をよく利用する。従ってみそ汁・つ
けものは朝・昼食より少なくなる。副食の品数が朝昼に
比較してやや少ないのは変り飯は副食1として数えた
が，めん煩（つけめんが多い）・おやきは主食とみなし
副食の数としては数えなかったことも影響している。朝
食では卵焼き・焼き魚が多かったが，夕食では調理忙少
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図1主食の状況
米　飯100 僮????2?
飯と紛もの1・0　　　53年
37年
飯と粉もの1
め　ん　3．4
完ヤ妄）4・2
飯と粉もの2
米飯54．4　（麦飯3．0） 儁?i["?8?B?ﾟ－ん類 24．6 度??
米飯44　区司 儁?b?(.?,ﾃ?めん類　42 度??
53年　122戸3日分（昼食は98戸292食）
37年　529戸3日分　欠食なし
表4　副食の品数について　　　　　　　　（％）
※朝食365食．思念292食　夕食366食
みそ汁　つけもの　生野菜も各々1品とした
変り飯は副食1とした
表5　副食の調理の種類と頻度　　　　（％）
ノヾ　ン　　　1
オヤキ類7．3
ノヾ　ン　　0．3
オヤキ　6
ノヾ　ン　1
53年
37年
53年
37年
※53年朝食365食　底食292　食夕食366食
※37年各食とも1587食
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し手間のかかる煮もの（カレーも含める）・あえもの●
サラダを多く作り，きしみなども利用されている。揚げ
もの16．9％の内訳は天ぷら10．1％・／くソ粉扱げ4・6％他
となり朝食の揚げものの内訳とは異る。夕食の揚げもの
は家庭で作るものが多いのではないだろうか。主食もめ
ん叛・おやきなど朝食より手のかかるものが多くとり入
れられている。このように夕食では副食の品数は多くは
ないが朝・昼食より調理に手をかけている様子がうかが
える。菅から料理の一品のように扱われてきた大根おろ
しは少なくなり，薬味かつけ合わせとして用いられるよ
うに．なった。
以上のことからこの地方の一般的な食事の摂り方を推
察すると，朝は米飯とみそ汁につけものを添え，卵・焼
き魚・ハム・ソーセージ・野菜いため・生野菜など手間
の少ない副食にし，ときには市販のパソ粉揚げ・前夜の
カレーなども利用して質・畳ともにしっかりと食べる。
昼食は朝の米飯とみそ汁に煮ものなどを作り佃煮を補
ったりなどして簡単にすませる。パソ・おやきの利用も
みられる。働きに出て昼食時に留守の家庭がふえ昼食を
家庭で食べない（昼欠食扱い）が20％もある。なお今回
は弁当・外食については調査しなかった。
夕食は主食の米飯・めん類に，朝昼よりも手間をかけ
て調理した副食や焼肉・さしみなどのごちそうも出る。
このように朝・昼・夕の配分は健康的であるといえ
る。
（むおやつについて
蓑6・7・8に示すようにおやつは中学生の家庭を調
査対象にしていることもあって，毎日食べているが72．1
％である。
おやつの種類では自家製の飯炉（おにぎり）・おやき
妖・つけものなどの減少が目立つ。また英子掛は艶に減
少しているが，同じく手軽に購入できる果物・飲料・ア
イスクリーム塀の増加が大である。乳はやや多くなり，
パソは大体同じか少し増加である。
37年よりも子どもの運動量が少なくなったのと経済的
に豊かになったのとで，おなかにたまるおやつは減じて
噂好晶のような飲料と果物・アイスクリームなどの市販
品が増加している。
調査期間の3日間において1度もおやつを食べない家
庭は9．8％となり，37年調査の24．7％より減少した。夏
季の昼長におやつを与えることは発育期のチビも連にと
って意義のあることで，この傾向はよろこぼしいことで
ある。但し，飲料・アイスクリーム塀など砂糖を主とす
るおやつの多いことは一考を要する。食品構成表（香川
綾博士案）によれは，1日の砂糖摂取のめやすは20gで
第33号1978年
飲料1橡で充分換れてしまうのである0
表6　おやつの状況　　　　　　　　　　（％）
表7　おやつの品数　　　　　　　　　　（％）
表8　おやつの饉塀　　　　　　　　　　（％）
お　　や　　つ　1　53年　l　　37年
飯塀（おにぎり他）
おやき・むしパソ
つけもの
／ミ　　　ソ
英子病
果　物
野　　菜
飲　　料
乳　　　　i
アイスクリーム簸
イソスタソトラーメソ
その他
の　食事材料の使用状況
食事材料の使用頻度を表9に示した0
主食になる穀塀の使用状況は，米は昼食で少し減少し，
夕食では米飯の利用増加にともない増している。押変
は激減している。大麦の生産が減少したため食べなくな
ったのか∴道に食べなくなったため生産が減少したのか
不明であるが，兼業漁家の増加とともに裏作である麦作
が行なわれなくなったためとも考えられる。小麦粉の使
用頻度の増加は主食としてではなく副食調理への使用増
加によるものと思われる。夕食の粉食（主食の場合）は
図1に．みるように，37年にはめん類42％，おやき・うす
焼き他で7％，米飯との併用8％の計57％であったの
が，53年にはめん類24．6％，おやき他7・6％，米飯との
併用13．4％の計45．6％となりル麦粉（製品となっている
ものも含める）の使用は10％ほど減少している。蓑9の食
事材料の使用頻度では，37年には食品材料としてのめん
塀（干めん・ゆでめん）が28‰図1での主食としてめ
ん叛を食べた頻度42％（いずれも夕食）となっていて，
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表9　食事材料の使用頻度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
t 穀類 ???????X?S??7H?X?R?52l　3・Ol　48 
小　麦　粉l　6・61　2t　6・8l　3l21・0 劔?B?
め　ん　類】　01　01　3・411136・．6i　28 
ふ　l　9・3t　　31　4・1l　2I　2・7l　2 
種実額 ?(?-ﾈ??ﾈ??(?????ﾈ???????
い　も摂 ?h.?ｨ*(.???C??#?X???#vﾃ#?(?3B?
その他のいも1　9・91　01　8・61　0－　20可 
曇」．里．しき　と　う　他l23・3t　　8】25・7t　l129・51　8 
油　脂1油　　　脂l57・5l　21137・0 劔可　45・9119 
大豆・豆製品126・01　2123・31　2127可　　3 
豆　　類 ?ﾘ???+ｳ??S??鼎???S????C8????C?
その他の可　1・4llll・411ll・91　2 
生116・21　可13・7llOl16・9】10 
魚介類 ??鰻姪CH?綿?#??#?S???#8?Vﾆﾆﾂ?
煮千・かつお節】42・51　可　34・61　47123・8l　39 
肉　l　6・1 剴X????C???
肉　類　肉加工品lll・1 凵j　6 滴??）3－－－－－－音1）ユ2 
卵・乳 凉??C?SVﾃ?ﾃ??S??剴??綿?"?
乳　1　4・71　31　6・2t　　2l　3可　　4 
野菜類 倅(囮nﾈﾝ?38?C???#?SFﾈ?Sd｣3?S??Sb?
淡色野菜l259・5l120】21白刃　1021233・9－　139 
海　　草　　類l39可　10l27・1】　9l21・6j　　5 
化学・複合調‖昧料l12・61　8 剴??b?llO・9 ? 
※家庭の食数は表4．5に同じ
14％の家庭で小麦粉から手打めんを作っていたことにな
る。53年になるとめん塀の使用頻度3臥6％に対し，主食
の状況ではめん煩24．6％，米飯と併用13．4％となるの
で，家庭において小麦粉からめんを作ることはまれにな
ったことが推察できる。今回も量的調査は無理であった
が，他の食品の使用頻度が大きな伸びを示していること
は，当然穀棋（主食）の摂取量の減少に結びつくことで
ある。
いも塀ではじゃがいもの使用が少し減少し，その他の
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いもが多くなっているので，大きな変化はない。但し調
理法は変ったことと患われる。
砂糖現の使用は著しく多くなった。煮物も多くなって
いて，甘味のきいた煮物で食卓が豊かになったと思う。
しかし，英子・飲料なども多食の候向にあるので，過剰
にならないよう配慮がのぞまれる。
油脂の使用頻度も砂糖Fこほ及ばないが激増しているb
池いため・揚げもの・焼きもの・マヨネーズサラダなど
の増加のためである。
長野県短期大学紅葉
豆頬では大豆・大豆製品の使用が多くなった。豆腐・
納豆・煮豆などである。みそ・その他の豆叛では37年と
大差ない。
魚介塀では魚介・生もの（冷凍がほとんどと思われ
る）も増加しているが，加工品の伸びが大きい。加工品
では曜語は減少していて，みそ漬・粕凍・塩漬などの焼
き魚用のものや練り製鼠　パソ粉をつけた冷凍食品など
が増加した。煮千・かつを節では37年はほとんどだしの
煮干であったが，53年ではかっを節が少しふえた。しか
し全体的に減少しており，これは混合調味料の普及のた
めかもしれない。
肉塀は朝・昼食ではハム・ソーセージと調理済食品が
増加し，夕食では肉料理の普及がみられた。魚より肉の
増加が著しい。
卵・乳では卵を朝食に用いる家庭が40．5％になり，37
年の15％からみると大きく伸びた。昼食でも多く食べら
れている。しかし1日1個にはまだ間がある。乳の伸び
は前途多難である。朝はごほんにみそ汁という組み合わ
せで，昼食の場合でもパソを食べるのが4％なので，パ
ソと一緒に飲むことも少ないのかもしれない。子ども連
は学校給食で昼食に摂取するが，成人・老人にもぜひと
り入れてほしい食品であるので，日常の食事に努めてと
り入れるよう習慣づけたい。
野菜横では37年当時も少なかった緑黄野菜が更に大き
く減少し，淡色野菜は培増した。沃色野菜は1食に2′｝
3種塀使われているが，操黄野菜は全く使用していない
家庭が約70％もある。夏なので緑黄野菜がとりにくいこ
とと患われるが，昔よく畑や庭先に見られた自家用のか
き藻類やふだんそうまたは大根菜などの調理は，生食し
やすい西洋野菜に変ってしまったのであろう。無磯質
や，ピタミソ源としての緑黄野菜の重要さから考えても
何とか摂取量を多くするようにしなければならない。
海草類はわかめの使用が著しく増加し，主にみそ汁に
利用されている。食品の流通がよくなり，乾燥わかめ以
外の養殖の塩漬けわかめなども入手しやすくなって手軽
に用いられているようである。
化学調味料・夜合調韓料は予想したより増加が少なか
った。他の材料と異なり調査用紙に書き落とすくらい無
意識に使用しているのかも知れない。
以上食事材料の使用頻度からみても，吼　魚卵，大
豆，大豆製品，さとう，油脂等が著しく増加して食生活
は豊かになっている。しかし，淡色野菜が増加した一
方，緑黄色野菜の大きな減少は栄養上の問題である。
3）市販調理済食品イソスタソト食品・冷凍食品の使
用について
これらの食品はどの程度家庭にとり入れられているの
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であろうか。村の食料品店で売られている食品について
調べてみた。まずこれらの食品の利用については，よく
使う22．9％，ときどき使う55．1％，たまに使う22．0％で
使わない家庭は0％であった。使用した食品については
表10・11・12に．示すとおりである。
表10　使用した調理済食品
食　　　　　品
コロッケ
メソチカッ
トソカツ
おやき
ゆでめん
エ　　　ゴ
佃　　煮
表11使用したインスタソト食品
食　　　　　品　　　　　　　　　　使用率％
ラーメソ摂
うどん塀
スパゲティ
三言十・
72．0
27．1
21．2
51．7
表12　使用した冷凍食品
食　　　　　品　　　　　　　　　　使用率％
エビフライ
コロッケ
ぎょうざ
しゅうまい
中華まんじゅう
肉団子
／、ソパーグ
ピザパイ
イ　　　カ
カボチャ
枝　　豆
ミックスベジタブル
市販調理食品ではコロッケが一番使われている。メソ
チカツ・トソカツと共にこういったパソ粉揚げは市販品
が広く普及している。佃煮・煮豆など少し保存のできる
ものも人気がある。ゆでめんも使用率が高い。地方食で
あるおやき・エゴも市販品の利用がかなり見られたnイ
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ソスタソト食品ではラーメソが最も使用率が高く（72
％），プリソ・ゼリー塀がこれに次いでいる。冷凍食品
では，エビフライ，コロッケ，シューマイ，ギョウザ，
ハソバークなどの半調理品が60％以上の使用率を示し
た。イカ・カボチャなど下ごしらえした冷凍食品もよく
利用される。使用の理由は表13のようなことである。
表13　使用の理由
簡単に食べられる
手軽である
そのまゝ食べられる
子どもにも作れる
多忙である
おいしい
テレビで宣伝
めずらしい
作り方がわからない
店の人にすゝめられて
複数解答　それぞれ解答率
表15　主食嗜好状況
∵簡単にたべられる67．8％，手軽である73．7玖　多忙
なため50．0％が過半数となり，他に子どもにも作れる。
おいしいなどが臥立つ理由であった。また衛生上安全な
のでということや辺地で店が遣いからとか，季節はずれ
の料理によいなど冷凍食品を上手に用いている理由も見
られた。使用するのはふだんの食事に77．1％，弁当に
56．8％が目立ち，来客の食事に，行事食にがこれに次い
でいる（蓑14）。
表14　使用日的
ふだんの食事に
弁当に
来客の食事に
行事食に
おやつ
夜　　食
複数解答　それぞれの解答率
年令別 靭悉 回答事件 ???????ﾜｸ??剴????????ﾜｲ?剴#???ﾈ??S???ｲ?劍???ﾜｸ??決????
萬　年 剴3x?D?凾ｨ　年 剴ベ?D?剿ｿ　年 剴3x?D?剿ｿ　年 剴3x?D?
62　人 剴3???150人 剴3ォ???219人 剴?8???98　人 剴#S?ﾂ?
よ 冰ﾒ?Hが ?b?] 舒?｢??冰ﾒ?｣さ ?b?] ?R??冰ﾒ???b?] ??2??冰ﾒ???b?] 俑?2?
食　物　名 ?ﾒ?2?????+ﾘ*"?ｭ 企 ?2?yな たい ?ﾒ??峯 ???+ﾘ*"?ｭ 令 舒?7?ペな たい ?ﾒ??箋 ???6??"?ｭ 企 僞?7?ベな たい ?ﾒ??菟 ???+ﾘ*"?ｭ 空 冽ｸ??xな たい 
■へこ る ??*"?ｱ と ?b??な い ??,b?ﾖ る ??*"?ｱ と ??.?な い ??,b?ﾖ る ??*"?ｱ と ?b??な い ??,b?m、く る ??*"?ｱ と ?ﾈ?*ﾒ??な い ??,b?
五　日　ず　　し ?2?4 ?2?9 田R? ?R?6 湯?1 田?8 ?r?8 迭?4 田?6 ?r?0 ??8 鉄r?5 
ち　ら■　し　ず　し ?b?1 ?S??7 鉄?15 ?2?8 湯?6 鉄?b?3 ?2?0 途?1 鉄b?3 ?B?2 釘?6 鼎?25 
の　り　ま　き　ず　し 田?31 ???7 鉄?2 田?39 ??1 鼎?1 鉄R?5 ??9 鼎?2 鉄B?6 ??4 鼎?8 
い　な　り　ず　し 鼎r?7 澱?1 ?r? 鉄?47 ??6 ?2? 鼎b?1 ??8 鼎?2 鼎B?5 ??g ?b? 
小　豆　が　ゆ ??40 鼎?10 田2?7 迭?3 鉄"?0 鉄b?4 唐?1 ?ﾃC?9 田R?6 唐?0 ?"?4 田b?0 
牢　　　　飯 鼎B?3 ????2 鉄b?E2 ?3?58 釘?0 鉄b? 鼎?57 ??5 鉄2? 鼎"?7 ??4 鼎2? 
いためめし （チャーハン） 田?37 ??5 鼎2? ??2?6 ??6 ??5 鼎r?9 釘?5 鼎?4 ??58 釘?3 鼎2? 
カ　レ■－　ラ　イ　ス 都r?3 ??1 ??1 塔R?5 ??1 ??1 都?28 ??6 ?"? 都?28 ??3 ??6 
－お　　■　は　　　ぎ ??64 途?1 鉄?8 ?2?2 迭?2 田?8 ??67 迭?6 鉄r? ?r?9 釘?5 ???5 
ぼ　　　た　　　餅 ?R?3 ??3 鉄?7 ?B?1 迭?6 鉄?5 ??68 ???9 鉄b? ?"?8 ??7 鼎?4 
お　　r雑　　　煮 ?"?8 ??5 田"? ?2?9 唐?0 田b?● ?r?|　68 ???1 田b? ??70 ??8 田?2 
う　　　ど　　　ん 都?27 ??4 ?2? 田?31 ??3 ?R? 都R?3 ??0 ??2 都r?3 ??3 ?b? 
そ　　　　　　　　ば 田b?1 ??4 鉄?6 鉄?47 ??0 鉄?10 田B?2 釘?3 鼎2? 田?29 ??0 ??1 
ぶ　　っ　　こ　’み ?b?7 ?r?0 鉄?10 ??48 ??36 鉄"?2 ?R?1 ?B?7 鉄?12 ??52 ??42 鼎b?2 
す　い　　と　　ん 鼎?44 唐?0 ??11 ?r?5 唐?4 鼎"?4 的??9 澱?6 鼎2?1 ?r?3 ??52 ?b?2 
お　　　や　　　き 田R?2 ??7 ??5 田r?3 ??6 ??6 都"?8 ??5 鼎?5 田r?3 ??2 ?B? 
ぎ　　ょ　　う　　ざ 田?37 ?? ?2?1 鉄b?3 ?? ??64 鉄B?4 ?? ?B?0 鼎?54 迭? ?b?0 
ワ　　ン　　タ　　ン ??56 ?R? ?"?1 ??62 ?r? ??65 ?"?2 ?b? ?2?0 迭?8 ?r?． ??76 
甲　挙　そ　ば （ラ　ー　メ　ン） 田b?4 ??8 田2? 鉄2?4 ??2 鉄?10 鼎2?2 迭?4 鉄?8 ?B?4 ?"?7 鉄r?6： 
71 ?r? ? ?62 ?r? ? ?46 鼎R? ? ?35 鉄2?2 ? ?
マ　　カ　　ロ　　ニ 鉄b?2 ??4・ ?R?1 鼎?▲48 釘?g 鼎r?4 鼎2?2 迭?9 鉄?20 ?b?0 釘?6 鼎?34 
スパゲッテ　ィ　ー 田?31 ?ﾃ? ? 田?37 ??? 鼎?51 湯?? ??60 湯?? 
ノヾ　　　　　　　　　：′ 涛r? ??3 ?2? 都r?2 ??7 ??3 鉄2?4 ??8 鼎?4 鼎B?4 ??2 鉄?8 
サ　ン　ド　イ　ッ　チ 鉄"?5 ??6 鼎B?0 鼎2?1 澱?9 鉄B?7 ?R?7 唐?2 鉄b?2 ?"?4 ?B?6 鼎r?7 
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食品工業が発達し，日毎に食品購買ルートが拡大され
て食生活の都市化も着実に進んでいる。伝統的なよい食
習慣を残して，より健康的な食生活をすることを目的と
した各食品の購入・利用を望みたい。
4）噂好及び喫食経験状況
①　主食の噂好及び喫食経験状況
調査結果は表15・16に示すとおりである。岨軋年齢
別を問わずだれにでも好まれて喫食率の商いものは，こ
の地方で昔からよく食べられていたおやき，うどんの他
にカレーライスである。これは料理の材料がそろえ易
く，わりあい手軽にでき普及率の高い料理であるためと
思われる。
すし額は年齢，性別を問わず好まれているが，37年よ
りは嗜好度が減少している。喫食率も減少候向である
が，のりまきずしだけは増加している。これは出来合の
のりまきずしが数多く市販され手軽に食べられるように
表16　主食喫食経験状況
なったことが一因と考えられる。他のすし塀の喫食率が
低いのは経済的理由や家庭で作る場合手間がかかるとい
った理由によるのではないだろうか。
うどん・そば・ぶっこみ・すいとん・おやきなどの粉
食については，いずれの年齢層でもぶっこみの噂好慶が
減少している。これは小麦粉を練って坂上で伸ばし，切
って汁に入れて煮込むという手間のかかる料理なので，
既成のめん叛の利用が多くなったためと推察される。喫
食経狼ではおやき・そばの喫食率が高くなり，他は低く
なっている。特におやきでは嗜好にはそれほど変化がな
いにもかかわらず，喫食率が非常に高くなっているのが
注目される。この場合にものりまきずし同様，市販品の
普及が一因になっていると考えられる。一般にこれらの
粉食では中高年齢層で嗜好度が高くなっているが，喫食
率ではそのような傾向はみられない。
ぎょうざ・ワソタソ・中華そばなど中華風の料理では
（％）
年令別 ????ﾜｲ?剴?????ﾜｲ?剴#??ﾈ?S??ｲ?剴??ﾜｸ?決???
食物名唱 ?????7　年 劍??D??7　年 劍vﾘ?D??7　年 劍??D??7　年 
67　人 剴3????161人 剴3ォ???232　人 剴?8????103　人 剴#S??ﾂ?
好き 佶?"?s明 儘H*ｲ?凾｢ 儻9k?好き 佶?"?s明 儘H*ｲ?凾｢ 儻9k?好き 佶?"?s明 儘H*ｲ?凾｢ 儻9k?好き 佶?"?s明 儘H*ｲ?凾｢ 儻9k?
五　　日　　す　し 田2? 澱?0 ?? 都B? ?84 ?? 都R? ??3 ?? 田?5 ??7 釘? 
ち　ら　し　す　し 田B? 澱?4 澱? ?CsR? ??8 迭? 都B? ??4 迭? 田r? ??5 湯? 
の　り　ま　き　ず　し 涛b? ??7 ?? 涛"? ??6 ?? 塔B? ??5 ???cコ? ??4 ?? 
い　な　り　ず　し 都?6 ??4 ??塔"? ??4 ??都R? ??1 ?? 都B? ??6 釘?
小　豆　が　ゆ ??48 ?b?1 塔"? ?b?7 ??27 ??7 ??33 途?｡37 ??6 鼎?15 ??47 ??4 
赤　　　　　　　飯 田2? ??9 澱? 鼎b?4 ??4 ?2? 鉄?10 ??0 ??1 田B? ??9 迭? 
い各ヤ竺ハ雪）し 都b? ??6 澱?都2? ??6 ?"? 鉄B?0 ??5 ??1 鉄B?1 ??3 途? 
カ　レ　ー　ラ　イ　ス 塔B? ??0 ?? 塔B? ??2 ?? 鉄?6 ??6 ?? 田2? ??8 唐? 
lお　　は　　ぎ 鼎?16 ??1 澱? 鼎"?7 ??1 ?R? 鼎?11 ??9 ??2 都?4 ??4 釘? 
ぼ　　　た　　　餅 鼎b?6 迭?2 唐? 鼎?17 ??9 ?2? 鼎B?P15 ??8 ??2 田?4 ??0 途? 
お　　　雑　　煮 田?1 ??9 ?Sr? 鉄"? ??0 唐? 鉄R? ??1 澱? 田r? ??4 ?? 
う　　　ど　　　ん 田r? ??3 途? 田r? ??9 途? 都?3 ??5 迭? 塔?3 ??2 ?? 
そ　　　　　　　ば 鉄?12 ??4 ?r? 鉄"?5 ??8 ?B?田B?2 ??9 ?? 塔?4 ??8 澱? 
ぶ　　っ　　こ　　み ??23 ??54 ?2? ?B?6 ?B?0 ??2 鉄?9 ??58 ?h???2 鼎r? ?2?7 湯? 
す　い　と　ん 鼎R?9 迭?4 ?B? ?2?1 ??2 ??2 田?7 ??0 ??4 田?2 ??1 ?B? 
お　　　や　　　き 鉄?6 ??7 迭? 都2? ??3 唐? 塔?4 ??5 澱? 塔?2 ??8 ?? 
ぎ　　ょ　　う　　ざ 都"? 釘?2 ??34 都?5 ??4 ?"?4 田?9 ??3 ?B?3 鉄2?7 ??9 ?r?2 
ワ　　ン　　タ　　ン 田?12 ??1 ??34 鉄?6 ??5 ??24 鉄?17 ??7 ?"?2 ?R?0 釘?7 ?B?4 
申r書＿メ㌔－ば 涛?3 ??2 迭? 塔"? ??7 澱? 田?6 ?b?7 途? ?R?0 ??5 ?B? 
インスタシトラーメン 塔"? ??? 都b? ??? ??23 ??? ?"?6 ??? 
63　　9　1　59　13　11　61　5　　0　60　16　　3　52　　9　　0　55　14 塗??SX???0　34　31日1 
スパゲ　ッティ　ー 塔r? ??? 塔2? ??? 鉄B?2 ??? 鉄?17 ??? 
′ヾ　　　　　　　　　　　ン 塔"? ???1 ?? 都B? ??6 迭? 鉄B? ?c?68 迭? 鼎R?D．11 ??6 湯? 
；サンドイ　ッチ 涛?1 ??1 湯? 塔b???7 迭? 鉄b? ??2 湯? 鼎2?2 ??9 ??10 一戦　回答蟄件の好き・普通・嫌い・不明のうち普通のガは省略した。（表17についても同軸）
登　37年で斜線の引いてある項目は、53年の湘査であらたに加えたものである。（表16、17、18についても同様）
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喫食率はいずれも大きく増加している。嗜好度は中華そ
ばが中高年齢層で減少しているほかは非常に増加した。
これは37年頃に比べ，これらの料理が普及し一般化して
きたためと思われる。しかしワソタソなど60才以上で食
べたことのない人が37％もいることから考え，家庭料理
としてはあまり用いられず外食や学校給食などでの喫食
経験が商いのではないかと考えられる。また今回調査に
加えたイソスタソトラーメソは低い年齢層程好まれ輿食
率も高い。中高年齢層では古くから食べられていた他の
めん叛の味になじんでいるためイソスタソトラーメソに
なじまなかったと考えられ，若い人程新しい味になじむ
のが早いといえる。
マカロニ・スパゲッティ一・パソ・サソドイッチなど
の洋風料理は，苦い程噂好度・輿食率とも高い。37年と
比較すると嗜好度は増加したもの減少したものがまちま
ちであるが，喫食率はいずれも増加し，食事の洋風化が
進んできたようである。パンは3′、ノ11才でよく食べる人
が97％ととびぬけて商いが，これは子どもにとってパソ
は手近にあり，おやつ・食事を問わず食べやすい食品で
あるためと思われる。
赤飯・おはぎ・ぼた餅・お雑煮などは1輿食率が低く
37年と比べても低下しているものがほとんどである。こ
のような行事食的なものは，輿食率が低くなっていく便
向のようである。
小豆がゆは37年，53年とも嗜好虔・喫食率とも低く，
この地方ではあまり食べられていないようである。
㊥副食の嗜好及び輿食経験状況
調査結果は表17・18に示すとおりである。
汁物は37年とあまり大きな変化は見られなかった。み
そ汁は年齢が高くなるにつれ，嗜好虔・喫食率とも高く
なっている。これは主食の調査でパソが低年齢層程高く
なっていたのと関連づけられる。
卵料理では茶わんむしが嗜好度・喫食率とも大きく増
加している。
動物性たんばく食品を使うものでは，さしみを除いた
魚料理が全体的に噂好度・喫食率とも減少の債向にあっ
たのに比べ，肉料理はいずれも大きく増加している。37
年頃には山村でも入手しやすく利用度の高かった缶詰類
は，嗜好度・喫食率とも減少した。兼業による現金収入
の増加と食品流通機構の発達により，鮮魚・肉の入手が
容易になり，きしみ・すきやき・豚カツ・コロッケの日
常食化が進んでいる。37年には嗜好度が高く喫食率の低
かったものが，53年では嗜好虔・喫食率ともに高くなっ
ていることは，食生活が豊かになったことを示してい
る。また年齢別に見ると魚料理ではあまり差はないよう
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であるが，肉料理では著年齢層の方が嗜好度・喫食率と
も高くなっている。
野菜料理ではサラダが嗜好度・喫食率とも非常に増加
している。野菜の煮物の嗜好度では低年齢層で低下がみ
られる。豆類の料理では煮豆・納豆・豆腐の喫食率の増
加がみられる。これはこれらの既成晶の購入が容易にな
ったためと患われる。
エゴは37年に比べ，嗜好度は減少しているが喫食率は
高くなっている。お盆やお条などの行事食であったもの
が，ふだんの食事にも加えられるようになり，また最近
までは手作りであったものがこの頃は既成品が売られる
ようになったことが増加の理由と思われる。しかし中高
年齢層に比べると若い人には好まれていないようであ
り，今後どのような債向になるか注目される。
以上全体的に見て，副食ではごちそう料理とされてい
たと思われるものの日常食化が目立った。
Ⅳ　要約
鬼無里村の食事について調査し，37年の調査と比較し
た。
食事摂取状況及び食事材料について
①朝・昼・夕食の配分で比較的朝食に重点をおいている
ことは健康的である。
㊤主食についてみると朝・昼食はほとんど米飯である
が，夕食では粉ものの利用の日立つのが特色である。し
かし37年時の夕食より米飯が10％増加している。
④米飯では麦飯が激減した。
④副食の数が多くなった。油いため・揚げもの・煮もの
（カレーを含む）・焼きもの・あえもの・サラダなどの調
理の使用頻度の増加が著しかった。
①おやつは食べない家庭が減少したが，飲料・アイスク
リーム煩・菓子煩・果物などが多く摂取されており，砂
糖額の過剰が心配である。
①食事材料の使用頻度では，砂糖・油脂・みそ以外の大
豆製品・魚・肉・卵・海草の増加が著しい。なかでも砂
糖は朝・昼・夕あわせて37年の4．6倍の使用頻度である
（おやつを除く）。
①麦頬と緑黄野菜の使用頻度が減少した。
⑨調理済食品・イソスタソト食品・冷凍食品はほとんど
の家庭に使用されている。
嗜好・輿食経験について
①中高年齢層は粉食の好みが多く，中華・洋風料理の嗜
好率は低年齢層で高い。
㊥学校給食の経晩がある中年層では，洋風料理の嗜好度
の上昇は見られないが，食べる度数の増加が見られた。
④当地方の日常食であるおやき及び行事食エゴほともに
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表17　副食嗜好状況
（洛）
年令別 ???????ﾜｲ?剴???耳???ﾜｲ?剴#???ﾈ??S??ｲ?剴c???ｸ??決????
圭 鉄8?D??7　年 剴S8?D??7　年 剴??D??7　年 剴S8?D??7　年 
00　人 剴3c8???154　人 剴3s??ﾂ?222　人 剴s????鑓　人 剴#Cx???
食　物　名　　嬰 儘H*ｲ?凾｢ 儻9k?好き 佶?"?s明 儘H*ｲ?凾｢ 儻9k?好き 亰x*"?s明 儘H*ｲ?凾｢ 儻9k?好き 佶?"?s明 儘H*ｲ?凾｢ 儻9k?好き ?X*"?s明 
み　　　そ　　　汁 田?10 ??7 ?? 田R? ??5 ??塔b? ??9 ?? 涛?0 ??4 ?? 
（幸よまう♂私 鉄?20 ??0 唐? ?r?0 ??5 ??2 鼎r?3 ??8 湯? 鉄?14 ??2 途? 
ト　　ロ　　ロ　　芋 田?5 ??4 澱? 鉄?12 ??7 ?2? 都?3 ??2 唐? 都b? ??0 途? 
茶　わ　ん　む　し 涛?2 ??8 ??9 塔2? ??8 ?R? 塔2? ??4 湯? 塔"? ??8 ??11 
卵　　　焼　　　き 涛"? ??7 ?0 塔?1 ??0 ??都?3 ??7 ?? 都?4 ??2 澱? 
な　　　ま　　　卵 都?5 ??1 ?2? ??30 ??5 ?2? 鉄2?2 ?ﾒ?8 ?"? ??36 ??2 ?B? 
ちくわの煮つけ 田2? ??3 ?? 鉄b? ??5 釘? 鉄R?1 ??8 釘?鉄?10 ??2 ?? 
租肉ソーセージ 塔?3 ??4 ?? 都"? ??9 ?? 鉄?14 ??2 釘?鼎2?0 ??4 唐?| 
魚のしょうゆ煮 鼎R?7 ??2 澱? 鉄2?1 ??5 迭? 田"? ??7 ?? 田2? ??6 ?? 
魚　の　み　そ　煮 ?"?0 ??4 迭? 鼎R?6 ??2 唐? 鉄r? ??8 迭? 田B? 釘?8 澱? 
魚　の　塩　や　き 田2?3 ??7 迭? 田"?2 ??0 澱? 都R? ??1 迭? 田?7 ??3 途? 
魚のパターやき ??30 唐?0 ??12 ??25 澱?4 ??9 ?R?6 途?3 ??12 ??33 ??28 ??14 
魚　の　天　ぷ　ら ?2?7 ??7 迭? 鼎?23 ??8 釘? 田"? ??0 迭? 鉄?11 ??0 澱? 
さ　ん　ま　の缶鈷 鉄r?2 ??9 迭?鉄R?4 ??9 迭? 鉄2?3 ??8 迭?田2? ??9 澱?| 
く　じら肉の缶詰 鼎r?7 ??3 澱? 鉄?14 ??6 途? 鉄R?1 ??0 釘? 鼎B?1 ??8 唐? 
さ　　　し　　　み 塔r? ??5 ?B? 塔?5 ??1 ?b? 塔?5 ??5 ?? 都?5 ??3 ?"? 
ハ　　　　　　　　　　　ム 塔r?｡軍 ??? 都"? ??? 田"? ??? 鉄B?0 ??? 
す　　き　　や　　き 涛?5 ??5 唐? 塔"? ??9 途? 塔r? ??3 澱? 都b? ??1 ??5 
とん 豚．カ　　ツ 都?3 ??g ?R? 田b?0 ??0 ?"? 都B? ?ﾂ?9 ??6 田?13 ??7 ?2? 
ハ　ン　バ　⊥　グ 塔r? ??? 都?4 ??? 鉄?18 ? ? 鼎?20 ??? 
シ　ュ　ウ　マ　イ 都R? ??? 田B? ??? 鼎?14 ??? 鉄?11 ??? 
コ　　ロ　　ケ　　ケ 涛2? ??3 釘? 都?0 ??7 迭? 田?8 ??7 釘? 田?8 ??写 澱? 
野菜の油いため 都R? ??1 ?? 都?3 ??0 ??涛? ??0 ??塔R? ??5 ?? 
野菜　の　天ぷ　ら一 田r? ??2 ??塔?1 ??8 ?? 涛? ??2 ?? 塔R? ??0 ?1 
野　菜　の　煮　物 鉄R?0 ??6 ?? 田B? ??6 ?? 塔R? ??0 ??塔B? ??6 ?? 
野菜　の　サ　ラ‾ダ 塔r?E畠 ??5 澱? 涛"? ??2 途? 塔2? ??6 澱? 都B? ??0 ?2? 
きゅうりの三杯酢 鼎R?5 ??7 湯? 鉄"?4 ??2 ?"? 都?6 ??5 途? 都?6 ??6 湯? 
心 白　　和　　え ?r?5 唐?1 ?2?4 ?b?7 迭?6 ??10 鉄?7 釘?4 ??11 田?4 澱?9 ??12 
ホーレン革のひたし 都"? ??0 ??都"? ??3 釘? 塔R? ??2 ??涛?0 ??1 ?? 
こ　　ぶ　　巻　　き 鉄?10 ??6 ?? 鼎?18 ??9 澱? 都?3 ??1 ?? 塔?2 ??6 釘? 
煮　　　　　　　豆 田2?0 ??8 迭? 鉄B?0 ?51 ?B? 都?6 ??4 途?塔?4 ??0 澱? 
鉄　火　み　そ ?R?0 唐?4 ??4 ??15 湯?8 ??3 鉄2?6 途?0 唐? 鼎?8 ??69 湯? 
納　　　　　　　豆 都?7 韮?7 ?B? 田b? ??5 ??1 田r? ??0 ??1 鉄R?2 ??9 ??2 
豆　　　　　　　腐 都2? ??7 ??都?4 ??9 ?? 塔B? ??0 ?0 涛?0 ??2 ?? 
み　そ　漬　け 鼎r?8 ??3 ??0 鼎?12 ??0 ?B? 鉄?12 ??0 ??田?7 ??0 唐? 
た　　く　　あ　　ん 都2? ??1 ??都2? ??2 ?? 都R? ??4 ??都"? ??6 ?? 
エ　　　　　　　　　　ゴ ?r?3 ??0 湯? 鼎"?2 ??2 ??1 塔?3 ??8 ??塔?3 ??7 ?? 
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表18　副食喫食経験状況
（％）
年令別 号年度 回査人数 谷 要 ????ﾜｲ?剴????ﾜｲ?剴#????俐ｲ?剴c??ｸ?決???
53　　年 剴3x?D??3　　年 剴3x??D??3　　年 剴3x??D??3　　年 剴3x??D?
56　人 剴3c9??142人 剴3s?ﾂ?210人 剴s???93　人 剴#Cy??
ヽ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 
食物名＼＼件 ?b?ﾒ?]l り ??｢???よ く 冰ﾘ*"??食が ペな ?b?ﾒ?]い り ??｢???よ く 冰ﾘ*"??食が ペな ?b?ﾒ?]い り ??｢???よ く 冰ﾘ*"??食が ペな ?b?ﾒ?]い り ??｢???よ く 冰ﾘ*"??金が ベな 食 べ ??ﾂ??たい こ ??-r?H べ ?ﾘ*"??食 べ ??-r?ｽい こ ??-r?H べ ?ﾘ*"??食 べ ??-r?ｽい こ ??空 ?ﾘ*"??食 舒?たい 舒?食 ?ﾘ*"?
る ??と ??な ?b????と ??な ?b????と ??h+?.?■ヽこ な ?b?ﾖ る ?b??こ と ?ﾘ?*ﾒ??′ヽこ な ??,b?
み　　　そ　　　汁 都?28 ??5 ?R?塔2?6 ??7 ??"? 涛B? ??6 釘?涛r? 韮?6 ?? 
1すよまうしゆ汁㌢ ??56 迭?7 鉄"?1 ?2?7 ??45 鼎r? ?B?8 唐?4 鉄?5 ?B?9 途?6 鉄R? 
ト　　ロ　　ロ　　芋 鉄"?8 ??1 鼎?11 鼎?51 唐?9 鼎b?5 ?CS2?4 ??1 鼎?11 鉄b?9 迭?4 鼎r? 
茶　わ　ん　む　し 鼎2?7 ??6 鉄?26 ??59 ??3 鉄2?4 鼎?56 釘?1 鉄?21 鼎?55 釘?0 鉄b?4 
卵　　　や　　　き 涛2? ??8 ?"?塔B?2 釘?5 ?B? 塔?18 ??1 ??1 塔?19 ??2 ?R? 
な　　　ま　　　卵 鉄r?9 釘?1 ??11 ??54 ?b?1 ?R?4 ??51 ??52 ?2?5 ??55 ?R?0 ?b?4 
ちくわの充つけ 田b?7 途?9 ??3 鉄b?1 ??7 鼎?3 鉄b?8 澱?0 ??1 鉄b?1 ??7 鼎?2 
魚肉ソーセージ 都r?1 ??2 ?b? 田B?1 ???9 ??1 鉄b?5 湯?8 ??2 鼎2?8 湯?9 ?R? 
魚の．しょうゆ煎 鼎R?8 途?5 鼎?6 鼎B?6 ??49 鼎B? 鼎B?9 途?6 鼎?5 鼎?46 迭?3 鉄2? 
魚　の　み　そ　煮 ?"?0 ??36 鉄B?0 ?B?1 ?R?8 鉄B? ??56 ?B?9 鉄b? ?B?4 ?"?4 田?6 
魚　の　塩　や　き 鉄"?9 湯?1 鼎?9 鼎R?9 澱?1 鼎2? 鉄R?2 ??1 鼎?8 鉄b?1 ??0 鼎"? 
魚のバターやき ?B?7 ??13 鉄?37 ??42 鼎?22 鼎?37 ?r?4 ??15 鼎?36 ??45 鼎B?3 鼎b?1 
魚　の　天　ぷ　ら ?B?1 迭?6 鼎?6 ?B?4 ?"?7 鼎B? 鼎?52 途?9 鼎B? 鼎?52 唐?5 鼎b? 
さんまの缶鈷 鉄?41 湯?5 ??4 鼎B?9 途?0 ?r? 鼎b?7 途?6 ?"? 鼎R?8 途?5 ??4 
く　じら肉の缶鈷 ??46 ?b?1 鼎R? ?"?8 ??51 鼎?8 ?r?6 途?1 鼎B? ??63 湯?5 鼎r? 
さ　　　し　　　み 鉄?41 湯?0 田"?8 鼎?49 ??4 鉄b?0 鼎?50 ??6 田?14 鼎2?3 釘?3 天r?8 
ハ　　　　　　　　　　ム 塔b?2 ??? 都r?2 ??? 田?34 澱?? 鼎r?3 ?? ? 
す　き　や　き 田?32 途?7 鉄2?0 鉄2?4 ??0 鉄B?6 鉄b?1 ??1 鉄2?6 鉄?43 澱?7 鉄b?7 
とん 豚　　カ　　ツ 鉄?39 ??6 鉄R?白 ?r?D60 ??8 鉄b?6 鼎"?3 迭?9 鉄?23 ?2?9 唐?5 鉄r?8 
ハ　ン　バ　ー　グ 都?27 ??? 田?39 ??? 鼎2?1 澱?? ?c3"?6 ?"?? 
シ　ュ　ー　マ　イ 鉄"?3 迭?? 鼎?46 迭?? ?r?5 唐?? 鼎?53 途?? 
コ　　ロ　　ッ　　ケ 塔b?4 ??3 鉄r?0 塔?19 ??0 鉄"? 田b?0 釘?0 田?9 田r?9 釘?3 田"?5 
野菜の抽いため 都?28 ??8 ??2 塔2?6 ??7 ?"? 塔2?6 ??9 ??1 塔?‖ ??5 ?"? 
野菜の天ぷ　ら 塔?18 ??0 ??2 塔R?5 ??7 ??2 塔?11 ??9 ??1 塔?10 ??4 ??6 
野　菜　の　穀　物 ???29 ??4 釘? 田?30 ??7 ??2 都b?3 ??1 唐? 塔"?7 ??6 ?"? 
野菜　の　サ　ラ　ダ 塔?9 ??0 ??9 塔2?7 ??1 ?2? 塔?20 ?61 ?"? 都?22 ??2 ?r?1 
きゅうりの三杯酢 鼎?41 ??59 俟"? 鉄"?7 ??58 ??11 田?32 途?4 ??7 鉄r?1 ??7 ?2?0 
ーゐ 白　　和　　え ?2?2 ?R?6 鉄R?9 ?r?8 ?R?3 鼎?28 ?B?9 ?r?8 鉄R?7 ??54 ?b?6 田?24 
ホーレン草のひたし 田b?4 ??2 ?B? 鉄b?3 ??1 ?R? 田?38 ??8 ??2 田b?4 ??4 ?2? 
こ　　ぶ　巻　　き 鼎?54 迭?0 鉄r? ??66 釘?6 田?3 鼎?48 釘?9 鉄?2 鉄"?6 ??8 鼎b? 
煮　　　　　　　豆 田?39 ??7 鼎?5 鼎r?8 迭?7 鉄R? 鉄2?4 ??1 鉄R? 鉄?36 迭?5 鉄?4 
鉄　火　み　そ ??32 ??51 ?b?3 ?B?2 ?B?7 鼎R?8 ?r?2 ??46 鼎2?1 ?"?5 ?2?9 鼎?10 
納　　　　　　　豆 都r?8 迭?7 鼎?13 都?24 迭?5 鼎?15 都?25 釘?6 鼎r? 田"?7 ??36 鼎?15 
豆　　　　　腐 塔"?8 ??7 ?"? 都?20 ??1 ?r? 塔B?3 ??0 ??1 塔?10 ??2 ?b? 
み　そ　請　け 鼎2?6 ??66 ??4 鼎b?1 ?2?2 ?"? 鉄R?5 ??67 ??4 鉄?33 唐?9 ?r? 
た　　く　　あ　　ん 都r?0 ??7 ??2 都?20 ??2 ?R? 塔"?5 ??9 ??．1 都?19 ??3 ?R? 
エ　　　　　　　　　　　　　　＝】 ??48 ?2?6 田?6 ?2?7 ??31 鉄?10 鼎?50 ??4 田"? 鼎?50 ??5 田?4 
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調理済食品としても市販されるようになり，食べる度数
の増加が見られた。
④37年の調査において，嗜好度が商いのに，食べる度数
の低かった食物が，53年の調査ではいずれも食べる度数
が増加した。
最後に本研究にあたり，調査実施に御尽力下さいまし
た鬼無里村中学校校長羽田安夫先生はじめ諸先生方，な
らびに調査回答に御協力下さいました同車学校生徒・父
兄の方々に心から感謝いたします。
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また，村内情勢について資料を御鍵供下さいました鬼
無里村役場・関東農政局長野統計情報事務所の皆様に深
謝いたします。
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